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〔論文審査の要旨〕 

本学位論文の目的は，高齢者や運動機能障害者に対する転倒予防を見据え，ヒ

ト立位姿勢に対する床前後動揺外乱印可時の姿勢制御戦略（姿勢制御変曲点の

変化）を明らかにすることであった．床前後動揺外乱を徐々に周波数を増大・

減少させた時の姿勢制御戦略変曲点を一軸倒立振子モデルおよび二軸倒立振子

モデルにおける各パラメータ間の相互相関係数のシグモイド曲線回帰によって

同定した．  

 ６軸モーションベースプラットフォームを用いて前後床動揺外乱を与え，３

次元動作解析システムにてヒト立位姿勢における足関節および股関節のキネマ

ティクス，身体重心位置（ COM），床反力足圧中心（ COP）を算出し，それらの

結果から姿勢制御戦略変曲点の新たな同定手法を提案した．今後の高齢者や障

害者の計測評価に展開するための極めて有用な結果を得ることができた．  

 2020 年１月 30 日（木） 17 時 00 分から約 1 時間のプレゼンテーション，その

後約 1 時間の質疑応答を実施した．多くの聴講者が参加する中，予備審査時に審

査員からの指摘内容のレビューも丁寧に行い，明解なプレゼンテーションであ

った．  

研究業績としては，筆頭著者として査読付国際論文２編，国際学会 発表４編

（内プロシーディングス 2 編）があり，審査基準は達成されており，審査委員満

場一致で最終審査に合格した．  

 

 


